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開設日である10月1日を基準として、勤続20年、15年、8年を迎える職員に対し、感謝の意を込めて
毎年10月の職員全体会議の場で、現金10万円を支給いただいています。今年も阪本会長が直々にお
金を渡しに来て、職員のこれまでの頑張りを労ってくださいました。また、10月が阪本会長のお誕生
月であることから、職員からも会長のお祝いをさせていただきました。ご自身の経験から働きやすい
職場を作ろうと蒼生病院、南郷の里を立ち上げられ、ご自分も「いずれは南郷に入所したい」と、私達
職員にとってこれ以上ない嬉しいお言葉もいただきました。私達自身もそう思えるように、またご家
族の方にもそう思っていただけるように、サービスの質の向上に取り組んでまいります。

令和7年度 社会福祉法人 蒼生福祉会

法人全体行事として恒例の敬老会が、
9月16日に1部特養3F・4F、2部
特養2F.ショートステイ・デイサービス・
南郷デイ門真の2部制で開催いたし
ました。式典に続いてはこれも例年通り
恒例の職員有志による催しを披露。
前日が敬老の日で紅白饅頭をお召し
上がりいただいていたこともあり、敬老会の後は「まむ多」さん
という和菓子屋さんに注文したフルーツ大福を皆様にお召し上が
りいただきました。平日開催ではありましたが、表彰者のご家族にも可能な方には参加して
いただき、職員と一緒にお祝いをしていただきました。

職員による催しはYouTubeに投稿
していますので、皆様のスマホや
ご自宅のテレビでご覧いただけます。
又、1部・2部共に、デイサービスセン
ター南郷の里で恒例のダンス体操を
この日に向けて職員と一緒に練習して
いただき、敬老会当日に動画撮影を
行いました。勿論その動画も公開され
ていますので、ご自宅で一緒に見て
いただいたり、遠方にいるご親戚の
皆様にもご様子をお届けいただけたら
幸いです。

南郷の里、南郷門真 敬老会開催

阪本会長
お誕生日祝 並びに、
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これまで特養の相談員、ケアマネを歴任し、
皆様にもお馴染みの迎課長が、この10月から
大東市居宅部門課長として、訪問介護事業所
南郷ケアステーションのリーダー兼サービス
提供責任者に就任いたしました。
迎課長を中心に、より一層サービス内容の充
実に取組んでまいります。

南郷通信
通算100号
到達

南郷はこの夏営業活動に力を入れて取り組みました。まずは
8月22日、23日の2日間、門真市舟田東祭りに参加し、エイサー・
グッドラッキーのダンスを披露。南郷のPRは勿論、職員募集も兼ね、
職員がいつも通りに楽しんでいる様子をお祭りに来ている皆様に
届けてまいりました。続いて9月14日に行われました、同じく門真市
沖校区高齢者お楽しみ会にも参加させてもらい、デイサービスセンター
南郷の里で好評のダンス体操、南郷デイサービス門真の十八番、
憧れのハワイ航路、さらには職員のダンスも披露させてもらいました。
参加されていた方々の反応も良く、思っていた以上の手応えを感じる
ことのできた、有意義な営業であったと思います。

Facebook YouTube
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おかげさまでこの南郷通信は平成25年6月の創刊号から12年
経過し、今回通算100号の節目を迎えました。当初はデイや
ショートなど事業所毎に新聞があり、年4回の発行。
それが2ヶ月に1度となり、蒼生福祉会として発行するよう
になってからは、毎月の発行を続けてまいりました。
その間蒼生福祉会としては、FacebookやYouTubeのSNSを
活用した広報活動にも力を入れ、現在はそちらが主力と
なっています。今回のこの100号を機に、一旦年4回の発行
に戻らせてもらおうと思います。Facebook・YouTubeでは
日々の様々な取り組みやいイベントを
余すことなく発信しておりますので、
ぜひ登録していただけたらと思います。


